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会
と
し
て
節
水
啓
発
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
街
頭
配
布
す
る
な
ど
の
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
梅
雨
の
期
間
が
過

去
３
番
目
に
短
い
22
日
間
で
あ
っ
た
こ
と
や

昨
年
か
ら
の
少
雨
傾
向
も
重
な
り
７
月
の
第

２
週
目
時
点
で
は
ダ
ム
の
貯
水
率
が
50
％
台

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
９
号
・
10
号
・

11
号
の
発
生
に
よ
り
、
そ
の
後
69
％
ま
で
回

復
し
、
７
月
30
日
時
点
で
は
92
％
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　  

沖
縄
本
島
の
水
道
水
源
は
、
ダ
ム
水
、
河

川
水
、
地
下
水
、
海
水
淡
水
化
水
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
安
定
的
な
取
水
が

可
能
な
ダ
ム
水
は
、
日
本
復
帰
以
降
国
に
よ

る
多
目
的
ダ
ム
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
福
地

ダ
ム
を
始
め
と
す
る
国
管
理
９
ダ
ム
と
県
管

理
倉
敷
ダ
ム
で
水
道
需
要
量
の
約
80
％
を
占

め
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
渇
水
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、こ
れ

ま
で
、沖
縄
本
島
の
厳
し
い
水
事
情
を
踏
ま

え
て
、長
期
に
わ
た
る
厳
し
い
断
水
や
ダ
ム

枯
渇
な
ど
の
危
機
的
状
況
を
回
避
す
る
た

め
、節
水
行
動
や
、給
水
制
限
実
施
の
指
標
と

な
る
旧
渇
水
指
標
を
平
成
17
年
に
作
成
し
、

当
協
議
会
が
日
々
作
成
す
る
「
沖
縄
水
源
情

報
」に
付
記
し
て
情
報
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

旧
渇
水
指
標
は
、
作
成
当
時
、
ダ
ム
水
、

海
水
淡
水
化
水
な
ど
の
安
定
水
源
で
は
水
道

需
要
を
充
た
せ
な
か
っ
た
た
め
、
国
管
理
７

ダ
ム
か
ら
ダ
ム
計
画
で
許
容
さ
れ
る
日
最
大

の
取
水
量
を
日
々
取
水
し
た
場
合
の
、
当
該

７
ダ
ム
の
水
道
用
水
貯
水
量
の
残
量
に
応
じ

　

沖
縄
本
島
に
お
い
て
は
、
平
成
６
年
か
ら

約
20
年
以
上
も
給
水
制
限
は
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
平
成
21
年
に
ダ
ム
の

貯
水
率
が
45
％
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
協
議

　

７
月
13
日
に
、
沖
縄
渇
水
対
策
連
絡

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
協
議
会

は
、
沖
縄
に
お
け
る
河
川
・
水
利
用
・

渇
水
へ
の
対
応
等
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
協
議
し
、
合
理
的
な
水
利
使
用
等

に
関
す
る
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
渇

水
時
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

水
利
用
を
図
る
た
め
の
協
議
を
行
い
、

適
切
な
渇
水
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
昭
和
49
年
１
月
に
設
立
さ

れ
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄
気
象
台
、

沖
縄
県
、
那
覇
市
、
浦
添
市
、
沖
縄
市

の
担
当
部
局
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
、
安
全
領
域
、
監
視
領
域
、
注
意
領
域
、

警
戒
領
域
、
危
険
領
域
を
設
定
し
、
５
つ
の

レ
ベ
ル
で
渇
水
の
厳
し
さ
の
目
安
を
示
し
た

も
の
で
し
た
。

　

※
国
管
理
７
ダ
ム

福
地
ダ
ム
、
新
川
ダ
ム
、
安
波
ダ
ム
、

普
久
川
ダ
ム
、
辺
野
喜
ダ
ム
、

漢
那
ダ
ム
、
羽
地
ダ
ム

　

旧
渇
水
資
料
を
作
成
し
て
以
降
、
国
ダ
ム

で
は
大
保
ダ
ム
及
び
金
武
ダ
ム
の
整
備
が
進

み
、
ダ
ム
の
貯
水
容
量
が
増
え
集
水
面
積
も

大
き
く
な
っ
た
た
め
、
ダ
ム
に
多
く
の
水

を
貯
め
る
だ
け
で
な
く
、
回
復
も
し
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
図
１
に
示
す
よ

う
に
、
現
在
の
水
道
需
要
量
程
度
で
あ
れ
ば

ダ
ム
な
ど
の
安
定
水
源
量
で
十
分
に
賄
え
る

新
渇
水
指
標
の
作
成

沖縄渇水対策連絡協議会
～渇水指標の見直し～

358.1千㎥/日

ダ
ム
を
フ
ル
稼
働

さ
せ
て
も
需
要
量

を
賄
え
な
い

478.2千㎥/日

28.5千㎥/日 33.0千㎥/日

約70千㎥/日

安定水源量
511.2千㎥/日

安定水源量

386.8千㎥/日

水道需要量
日平均435.9千㎥/日

ダ
ム
等
の
安
定
水
源

で
需
要
量
を
賄
え
る

ダムからの

計画最大日取水量

が増加

不
足

H17

ダムの実力向上
海淡水＋ダム下流河川取水　　　ダム取水

H26
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よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ダ
ム

の
実
力
が
向
上
し
た
状
況
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
渇
水
指
標
を
見
直
し
、
新
渇
水
指

標
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

見
直
し
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
表
１
に
示
し

ま
す
。
ダ
ム
の
貯
水
容
量
の
う
ち
水
道
に
用

い
る
容
量
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
本
島
内
に
あ

る
国
管
理
９
ダ
ム
と
県
管
理
倉
敷
ダ
ム
を

合
わ
せ
た
10
ダ
ム
を
対
象
と
し
合
計
容
量

は
８
３
６
８
０
千
㎥
と
な
り
ま
し
た
。
水

道
需
要
量
（
水
を
使
用
す
る
量
）
に
つ
い
て

は
、
日
平
均
水
道
需
要
量
を
ダ
ム
か
ら
の
計

画
最
大
日
取
水
量
で
賄
え
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、
過
去
10
年
間
の
月
別
日
平
均
需
要
量

を
設
定
し
ま
し
た
。
ダ
ム
か
ら
の
供
給
に
つ

い
て
は
、
ダ
ム
や
海
水
淡
水
化
施
設
な
ど
の

安
定
水
源
で
水
道
需
要
量
を
賄
え
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
水
道
需
要
量
に
応
じ
た
必
要

な
量
を
ダ
ム
か
ら
供
給
す
る
ル
ー
ル
と
し
ま

し
た
。
計
算
期
間
は
、
10
年
増
加
し
42
年
と

し
ま
し
た
。

　

新
渇
水
指
標
で
は
、図
２
に
示
す
よ
う
に
、

全
体
的
に
監
視
領
域
の
上
限
値
ラ
イ
ン
が
下

が
り
安
全
領
域
が
拡
大
し
ま
し
た
。例
え
ば
、

11
月
１
日
の
時
点
で
現
行
の
指
標
と
比
べ
て

約
７
百
万
㎥
の
水
道
容
量
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
時
期
毎
に
指
標
に
示
す
監
視
領

域
の
水
道
容
量
が
ダ
ム
に
残
っ
て
い
れ
ば
、

10
年
に
１
回
程
度
の
渇
水
に
対
し
て
ダ
ム
は

枯
渇
し
な
い
と
考
え
て
お
り
、
旧
渇
水
指
標

と
同
様
に
、
渇
水
に
対
す
る
厳
し
さ
を
判
断

す
る
目
安
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
新
渇
水
指
標
に
つ
い
て

は
、
実
情
に
合
わ
せ
て
適
宜
見
直
し
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
渇
水
指
標
を
運
用
し
ま
す
が
、

ダ
ム
の
水
道
容
量
が
監
視
領
域
上
限
値
ラ
イ

ン
以
下
と
な
れ
ば
直
ち
に
取
水
制
限
な
ど
の

節
水
行
動
を
行
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
渇

水
が
懸
念
さ
れ
る
適
切
な
段
階
で
当
協
議
会

を
開
催
し
、
今
後
の
必
要
な
対
応
を
協
議
し

ま
す
。
節
水
行
動
の
実
施
は
、
気
象
条
件
、

河
川
流
量
、
貯
水
量
と
い
っ
た
水
源
状
況
に

加
え
、
そ
の
時
々
の
県
民
生
活
や
社
会
経
済

情
勢
も
考
慮
し
た
沖
縄
渇
水
対
策
連
絡
協
議

会
で
総
合
的
な
議
論
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
　
　

　

こ
れ
ま
で
、
水
源
情
報
と
し
て
、
降
雨
の

状
況
、
ダ
ム
の
状
況
、
上
水
道
の
日
需
要
量

等
の
情
報
を
マ
ス
コ
ミ
等
に
毎
日
提
供
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
渇
水
対
策
連
絡
協
議
会

に
お
い
て
渇
水
指
標
の
見
直
し
が
承
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
７
月
31
日
か
ら
沖
縄
総
合
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
お
い
て
多
く
の
方

が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
水
源
情
報
を

公
表
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w
w
.dc.ogb.go.jp/kaiken/

水
源
情
報
の
公
表

現行（H17） 見直し（H26）

水道容量
福地ダム、新川ダム、安波ダム、普久川
ダム、辺野喜ダム、漢那ダム、羽地ダム
の７ダム（水道容量：61,280千㎥）

福地ダム、新川ダム、安波ダム、普久川
ダム、辺野喜ダム、漢那ダム、羽地ダム、
大保ダム、金武ダム、倉敷ダムの10ダム
（水道容量：83,680千㎥）

水道需要量 日平均水道需要量をダムからの計画最
大日取水量で賄えないため設定せず

日平均水道需要量をダムからの計画最
大日取水量で賄えるため、過去 10年
間の月別日平均水道需要量を設定

ダムからの供給
安定水源で水道需要量を賄えないた
め、年間を通じてダムから計画最大日
取水量供給

安定水源で水道需要量を賄えるため、
水道需要量に応じた必要量をダムから
供給

計算期間 過去 32年間（利水安全度 1/10 は過
去 32年間の第 3位）

過去 42年間（利水安全度 1/10 は過
去 42年間の第 4位）

【計算条件の比較】

【各レベルの解説】

表１
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10/1

回復期渇水の危険性が高い時期

翌年の渇水期に向けて
水位を維持する期間水道容量（H26）：83,680千㎥

水道容量（H17）： 61,280千m 3

図２

レベル１（安全領域）

レベル２（監視領域）レベル２（監視領域）
渇水指標（現行）:監視領域上限値ライン渇水指標（現行）:監視領域上限値ライン

レベル４（警戒領域）

レベル５（危機管理領域）

レベル３（注意領域）

渇水の心配がない平年並みの領域 
気象条件や河川流量及びダムの貯水量などを集中して監視すべき
状況と判断される領域 
このままの状態が続けばやがてダムの貯水量が枯渇する恐れがあ
る状況と判断される領域 
このままの状態が続けばやがてダムの貯水量が枯渇する可能性が
非常に高いと判断される領域 
向こう約1ヶ月以内にまとまった雨が降らないとダムの貯水量が
枯渇し水利用上も極めて厳しい状況になると判断される領域 

レベル1（安全領域）

レベル2（監視領域）

レベル3（注意領域）

レベル4（警戒領域）

 レベル5（危機管理領域） 
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